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○

社宅の賃貸料相当額の計算方法

Q:使用人に社宅を貸与する場合、どのく

らいの賃借料をとればよろしいですか。

A:社宅を貸与する場合、入居者が役員と

使用人とでは賃借料の算出方法が異なります。

使用人社宅の賃貸料は次の算式によって計算

します。（基通36－45）
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その年度の家屋

の固定資産税の

課税標準額 ’xO.2%+12円
家屋の総床面積（㎡）

3．3（㎡）

その年度の敷地

の固定資産税の

課税標準額 ’

＝家賃相当額

×0．22％＝地代

家賃相当額十地代相当額

相当額

＝賃借料相当額（月額）・・・･A

使用者が社宅に居住する使用人から実際に徴

収している賃借料の額が上記Aの賃借料相当

額の1／2以上である場合には、その使用人

が社宅を貸与されたことによる経済的利益は

ないものとされます。（所基通36－47）

しかし、使用人に社宅を無償又は賃貸料相

当額の1/2に満たない賃借料で提供してい

る場合は、Aの金額と使用人から実際に徴収

している額との差額が、居住している使用人

の給与として課税されます。
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